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「福島の石橋群」土木学会選奨土木遺産認定記念シンポジウム　「石橋群が紡ぐ歴史・ひと・地域」

演題　 「近代土木遺産の技術的及び歴史的価値」
講師　 知野  泰明 氏（日本大学工学部准教授）

基調講演

　今ほどご紹介いただきました日本大学の知野でございます。このたびは「福島の石橋群」土木学
会選奨土木遺産認定、誠におめでとうございます。皆様方のご尽力と思いによって認定されたもの
でございまして、我々が推薦して認定させていただいたものとまた異なる部分がございます。ぜひ
とも、今後、地域の宝として、末永くまた次世代に引き継いでいっていただければと思い、誠に喜
ばしい限りでございます。また、このような盛大な認定記念シンポジウムを開催くださいまして、
土木学会としても厚く御礼申し上げます。いろいろな認定の形がございますけれども、このように

地域において大事にしていただけるというものは幸せ
な選奨土木遺産でもございまして、我々としても大変
うれしく思っております。誠にありがとうございまし
た。
　それでは、本日の講演をさせていただきたいと思い
ます。40分ぐらいの時間になりますけれども、よろし
くお願いいたします。
　タイトルといたしまして「近代土木遺産の技術的及
び歴史的価値」ということでスライドをご用意させて
いただきました。  最初に、文化財としての選奨土
木遺産がどういうものか位置付けの話をさせていただ
いた後、選奨土木遺産の事例の理解として東北の選奨
遺産、野蒜築港と安積疏水ほか代表的なものご紹介、
そして最後のほうには、特にこういう選奨土木遺産が
地域にとってどういうものなのか、技術的・歴史的な
理解を深めるために、新潟平野の治水の歴史とともに、
そこに残されている治水の各施設がどういったものか
というところをご紹介させていただきたいと思います。
　ご覧いただいていますのは、国の指定重要文化財で
碓氷峠の第三橋梁、近代の国指定の重要文化財の第１
号、平成に入ってからですけれども、文化財といいま
すと綿々といろいろなものが選ばれているようではご
ざいますが、実は近代化遺産という観点では、平成に
なってようやく文化財指定がなされるようになりまし
て、土木の遺産といたしましては、この平成５年の碓
氷の橋梁と秋田の藤倉水源地堰堤というものが最初の
ものになります。  近代化という視点で国の指定も
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基調講演

新たな時代に入ろうとしたときに、平成になってようやくそういうデータも集まりまして、こうい
うことが可能になり始まったというところでございます。

 その中に、2000年になりまして、先ほどもご紹介いただきました土木学会の選奨土木遺産と
いう制度が始まりました。これは、文化庁、県・市町村の今までの重要文化財とかいろいろござい
ますが、土木学会の選奨土木遺産、土木の構造物・施設というものは現役の施設でもございますので、
なかなか文化財として指定しにくいという面もございました。そういう点では、近代化遺産の、先
ほどの重文になったものも使用が停止されている状態ではございますが、そういうものはなかなか
文化財になりにくいということで、また、そのままに
しておきますと現役といえども老朽化で大事なものが
新たに改変されてしまうと危惧する部分がございまし
た。そこで、土木学会としては何としてもそういった
ものを残していきたいという思いから、学会自身でど
ういうものが残っているのかを調査いたしまして、そ
れを学会として選奨土木遺産と認定して地域に大事に
していってもらおうということで始まった制度でござ
います。
　相澤様からもご説明がございましたのでここは省略させていただきますが、特にこの下の赤いと
ころ、選奨土木遺産というのは、社会へのアピール、そして土木技術者自身へのアピールといいま
すものも、我々自身、先輩技術者の仕事への敬意、また、将来の文化財創出への認識と責任の自覚
などの喚起という目的があります。また、外向きにはまちづくりに活用してもらいたい、そして失
われるおそれのある土木遺産の救済という部分がございます。そういった意味では、今回の石橋群は、
この地域の自然や歴史・文化の地域資産の核となるもの、この辺のものとして残されていくのでは
ないかと思っております。
　学会のホームページにもこの辺が紹介されておりま
す。「土木学会の選奨土木遺産」と検索していただくと
このホームページにたどり着けますので、ぜひそちら
で、全国でこれまでの23～24年間で認定してきたもの
をご覧いただければと思います。
　駆け足になって恐縮ですが、まず、東北の選奨遺産
として野蒜築港（宮城県）、そして安積疏水（福島県）
をご紹介させていただきます。
　野蒜築港というのは宮城県の仙台湾北東部にござい
ます野蒜という場所ですけれども、そこに明治初頭に
大久保利通が先導した東北の７大プロジェクトの一つ
として、ここに港をつくろうという計画が起こります。
また、もう一つ、安積疏水、位置的には福島県中央部
にありますが、こういったところに大きな国家プロジェ
クトが戊辰戦争の後すぐに立ち上がります。また、大
久保利通自身は七大プロジェクトとして戊辰戦争以後
の「東北開発七大プロジェクト」というものを考えて
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